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（学位論文のタイトル） 
Association of RAB5 overexpression in pancreatic cancer with cancer progression 





















不良因子となった(Relative risk 1.32，95% CI 1.02-1.74，p=0.038)．膵癌細胞株5種類全てで
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RAB5高発現を認めた．RAB5抑制SUIT-2細胞では，コントロール群と比較して有意に浸潤能、遊走
能、増殖能が低下し、形態が紡錘形から円形へと変化した． 
【考察】膵臓癌におけるEMT誘導は癌悪性度を亢進させるが，今回，RAB5 High群は予後不良で 
E-cadherin Low群が多く，RAB5のEMT誘導への関与が膵臓癌臨床検体でも示唆された．RAB5を 
標的とする治療戦略は，EMT制御による膵臓癌新規治療法への応用が期待される． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
